
華
厳
浄
土
義

(中

村
)

華
嚴
浄
土
義

中

村

薫

華
厳
経
は
大
乗
菩

薩
道
を
説

く
経
典
ハで
あ
る
。

そ
れ
は
中
国
華
厳
教
学

が
、

特
に
十
地
品
若
し
く

は
そ
こ
に
出
ず
る
頒
偶
を
中
心
と
し
て
基
礎
づ
け

ら
れ
た

こ
と
に
よ

つ
て
も
明

ら
か
で
あ
る
。

そ
の
様
な
意
味

か
ら
す

れ
ば
、

華
厳
経

は

聖
道
自
力

の
教
義
を
説

い
た
も

の
と
云
え
る

し
か
し
、

そ
の
菩
薩
道
を
成

立

せ
し
め
て
い
る
基
本

的
内
容

を
看
取
す

れ
ば
、

一
概
に
そ
う
規
定

で
き
な
い
。

寧
ろ
そ
れ
は
表
面
的

な
見
方

で
、

そ

の
含
蓄
さ
れ
た
内
容

を
知
了
す

れ
ば
多

分

に
浄

土
他
力
義

が
開
顕

さ
れ
る
。
元

々
、
華
厳
経
は
仏
自
身
が
説
く

の
で
は
な

く
、

必
ず
普
賢
等

の
菩

薩
を

代
表

せ
し
め

て
、
「皆
承

二威
神

力

一」
等

と

云

つ

て
仏

の
自
内
証

そ
の
も

の
を
巧

み
な
表
現
を
以
て
説

い

て

い

る
。

こ

れ

に

つ

い
て
賢
首
法
蔵

は
、
探
玄
記
巻

三
で

「
普
賢

二
説

即

一
切

仏

説

也
」

(
T
35
.

156

・
a
)
と
云

つ
て
い
る
。

而
も
八
会
中
、

二
会
七
会
八
会
を
除
く
諸
会

に
於

い
て
は

「
加
持
」
と

云

つ
て
仏

力
を
借
り

て
説
い
て

い

る
。

こ

の

「
皆

承

二威

神
力

一」
L
に

つ
い
て
世
親

は
十
地
経
論
巻

一
に
於

い
て
、
二
種

の
弁

才

を
述

べ
る
に
当
り

「
他
力
弁
才
者
。

承
二
仏
神
力

一故
」

(
T
26

・
1
2
5
・
b
)

と
云
い
、

法
蔵
も
華
厳
経
盧
舎
那
品

の

「
是
皆
盧
舎
那
仏
本
願

力
故
」
(
T
9

・
4
0
3
・
b
)

の
文
を
他
力
と
解
し

て
探
玄

記
巻
三

で

「
仏
本
願
者

明
二仏
往
昔
会
見

二是
事

殉

因
即
発
レ
願
願

今
成
也
。
」
(
T
35

・
15

・
c
)
と
説
明
を
加
え

て
い
る
。

蓋

し
、

こ
れ
ら
他
力
、

本
願

力

の
語
句
に
よ

り
、
直

ち

に

「
承
二
威
神
力

こ

「
加
持
」

即
浄

土
他

力
義

と
観
る

の
は
早
計

で
あ
り
、
も
う
少

し
華
厳
経

と
浄

土
教

諸
師

と

の
関
係
に

つ
い
て
考
察

し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

華
厳
教
学

の
伝
承
者

に

つ
い

て
、
凝
然

の

「
五
教
章
通
路
記
」
(
T

・
72

・

297

・
a
)
巻

一
に
よ

つ
て
観

る
に
、

五
祖
、

七
祖
、

十

祖

の
三
説

挙

げ

て

い

る

元
よ
り
、

中
国
仏
教

は
立
教
開

宗
を
主
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

二
宗

に
の

み
執
し
て
共
同
す
る
こ
と
は
希

で
あ

つ
た
。

と

こ
ろ
が
印
度

の
論
師

は

一
宗

一

派

に
拘
泥

せ
ず
、

等
し
く
諸
宗

の
祖
師
と
さ
れ

て
い
る

よ

つ
て
今
は
通
路
記

中

の
十
祖
説
を
取
り
、

就
中
浄

土
教

に
と
つ
て
も
深
厚
な
関
係
に
あ
る
馬
鳴

竜
樹

・
世
親

の
印
度
三
師
に

つ
い
て
考
察
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

先
ず
馬
鳴
は

「
大
乗
起
信

論
」

の
著
者
と
さ
れ
て
い
る

そ

の
起
信

論
は
、

一
心
二
門
三
大
四
信

五
行
の
法

を
説
き
、

大
乗
仏
教
の
理
論
と
実
跳

と
を
明
か

し
、
衆

生
心
の
解
明
を
目
的
と
し

て
い
る
。

そ

の

一
心
の
法

と
は
取
り

も
直
さ

ず
真
如

・
如
来
蔵
と
し
て

の

二
心

で
あ
る
。

そ

の
論

に

「
是
故
、

三
界

虚
偽
唯

心
所
作
」
(
T
32

・
5
7
7
・
b
)

と
あ
る
が
、

こ
れ
は
華
厳
経

十
地

品

の

「
三
界

虚
妄
但
是

心
作
」
(
(
T
9

・
5
5
8
・
C
)

の
文
に
よ

つ
て
お
り
、

華
厳

の

一
心
と

起
信
論
の

一
心
法
と

の
体
は
全
く
同

一
な
る
真
心
と
考

え
ら
れ
る
。
他

方
、
起

信
論
は

当
レ知
如
来
有
二勝

方
便
幻
摂

二
護
信
心
幻
謂
以
二
専
レ
意
念
レ
仏
因
縁
↓
随
願
得

レ

生
二
他
方
仏
土
幻
常
見
二
於
仏
殉
永
離
二
悪
道
幻
如
二
修
多
羅
説
殉
若
人
専
念
二
西

方
極
楽
世
界
阿
弥

陀
仏

…
云

々

(
T
32

・
5
8
3
・
a
)

と
説
き
、

そ
の
教
義
は
漠
然
と
し
た
感
が
あ
る
が
、

念
仏
と
か
西
方
極
楽
世
界

阿
弥
陀
仏

と
か

い
う
語
を
み
て
も
、

大
乗
仏
教
復
活
と
専
意
念
仏

の
実

行
を
教

え
、
浄

土
往
生
義
を
宣
揚
し
た
点

が
伺

わ
れ
る
。

竜
樹
に

つ
い
て
は
、
八
宗

の
祖

と
云
わ
れ
る
が
如
く
、

そ
の
思
想
全
体
を
述

べ
る
こ
と
は
筆
舌

に
尽

し
難
い
も
の
が
あ

る

た
だ
法
蔵
が
探
玄
記
巻

二
で

竜
樹
既
将
二下
本

一出
因
造
二
大

不
思
議
論

↓
亦
十
万
頚
以

釈
二
此
経

絢
今
時
十
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住
毘
婆

沙
論
是
彼

一
分
。

…
…

(
T
3
5・
1
2
2
・
b
)

と
述

べ
て
い
る
が
如
く
、

十
地
品
に
相
当
す
る
菩
薩
十
地

(
二
地
ま

で
)

の
修

行
を
詳
説
し
た
大
不
思
議
論

の

一
部
分
た
る

「
十
住
毘
婆
沙
論
」
を
著
わ
し

て

い
る
。

竜
樹
は
ま
た
初
歓
喜
地
を
立
場
と
し
て
発

心
と
念
仏

と
を
見
出
し
、

こ

れ
を
般
若

の
空
観
に
於

い
て
菩
薩
道

の
基
礎
と
し
、

そ
の
易
行
品

に
於

い
て

仏
法
有
二
無
量
門

幻
如
二
世
間
道
有
レ
難
有
レ易
。

陸
道
歩
行
則
苦
、

水
道
乗
船

則
楽
幻
菩
薩
道
亦
如
是

(
T
26

・
41

・
b
)

と
説
き
、

菩
薩
の
修
行

に
難
易

二
道
を
分
ち
、

し
か
も
念
仏

に
よ

つ
て
阿
惟
越

致
と
惟
越
致
と

の
菩

薩
道
を
統

一
的
に
体
系
づ
け
、
判

教
の
網

格
を
成

し
て
い

る
。

他
方
、
「
大
乗

二
十
頗
論
」
(
T
30

・
2
7
6
・
a

c
)
に
於

い
て
三
界
唯

心

を
明
か
し
、
十
地

品
の

「
三
界
虚
妄
但
是
心
作
」

の
文

を
以
て
、

一
心
は
縁
起

を
転
ず

る
心
と
な
り
、

滅
す
る

の
も
心
で
あ

る
と
解
し

て
い
る
。
更

に
智
度
論

巻
三
十

(
T
25

・
2
7
6
・
b
)

に
於
い
て
も
、
華
厳
経

の
上
に
自
身

の
唯
心
思
想

を
見
出

し
て
い
る

こ
と
が
伺

わ
れ
る
。

以
上
の
如
く
竜
樹

の
華
厳
経

の
奥
底
に

潜

め
る
浄
土
教
義
を
発
揮

し
、
弥
陀
易

行
の
教
義
を
達
意
的

に
説

い
た
功
績

は

古
来
よ

り
注
目
さ
れ
て
い
る
。

世
親

は
浄
土
三
経

の
通
申

論
と
云
わ
れ
る

「
浄
土
論
」

の
著
者

で
あ
る
が
、

法
蔵
が
探
玄
記
巻

一

世
親
菩
薩
造

一十
地
論

殉
偏
釈

二十
地

一
品

一
(
T
35

・
1
2
2
・
b
)

と
述

べ
て
い
る
が
如
く
、
十

地
経

(
十
地
品
)

を
釈

し
た

「
十
地
経
論
」

の
著

者

で
も
あ
る
。

そ

の
十
地
経
論
巻
第
八

に

但
是

一
心
作
者
。

一
切
三
界
唯

心
転
故
。

云
何
世
諦
差
別
。

随
順
観
二
世
諦

一

即
入
二
第

一
義
諦

叩
(
T
26

・
1
6
9
・
a
)

と
あ
る
が
、
世

親
は
十
地
品

の

「但
是

一
心
作
」
を
以

て
三
界

は
唯

心
の
転
ず

る
と

こ
ろ
と
解

し
、

こ
れ
を
随
順

し
世
諦
を
観
じ
て
即
ち
第

一
義
諦
に
人
る

と

し
て
い
る
。

更
に

「
唯
識
三
十
論
頗

」
等

に
於

い
て
も
正
し
く

「
三
界
唯

心
」

の
義
を
安
立
し
、
自

ず
か
ら
三
界
唯

識
た
る
教
学

を
体
系

づ
け

て
い
る
。

以
上

の
如
く
観
て
く
る
と
、

印
度

の
三
師
に
於

い
て
は
共

々
十
地
品

の

「
三

界
虚
妄
但
是
心
作
」

の
文
を
中
心
課
題
と
し
て
、
而
も
そ
れ
を
依

処
と
し
て
浄

土
他
力
義
を
説

い
て

い
る

こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
華
厳

経
が
各
宗

の
教
理

の
基

礎

に
生
き
て

い
る
と
も
云
え
る
が
、

就
中
竜
樹

の
易
行
品
を
中
心
と
し
て
華
厳

経

の
浄
土
義
を
観
れ
ば
、

前
後

の
馬
鴫

・
世
親
も
華
厳
浄

土
義

を
認
め
て

い
た

と
云
つ
て
も
過
言
で
な

い
だ
ろ
う

具

つ
浄
土
教
に
関
す
る
文
が
華
厳
経

に
幾

つ
も
見
ら
れ
る
点
に
於

い
て
、
如
何
に
華
厳
経
そ

の
も

の
が
浄

土
教
と
し
て
観

ら

れ
る

べ
き
要
素

を
持

つ
て
い
る
か
が
如
実

に
知
ら
さ
れ
る
。

今

は
華
厳
経
に
現
わ
れ

て
い
る
念
仏
三
昧

・
西
方
極
楽

・
阿
弥

陀
仏
等

の

一

々
の
問
題
に

つ
い
て
は
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、

そ
も
そ
も
華
厳

経
は

高
尚
円
満
な
る
如
来

所
証

の
無
尽
法
界

の
法
門
を
説

い
て
、

人
を
し
て
之

に
証

入

せ
し
め
る
こ
と
に
あ

つ
た
。

し
か
し
、

そ
の
法
界
に
悟

入
す
る
に
は
、
我

々

は
無
辺

の
方
行
を
修

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
は
困
難

な
こ
と
で
あ
り
、

容

易

に
い
つ
ま
で
経

つ
て
も
そ

の
果
を
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
故
に
我

々
が
悟

入
す

べ
き
要
路
は
た
だ
西
方
往
生
に
あ
る
と
、
普
賢

の
西
方
願

生

の
法
門

願
我
臨
下
欲
二命

終

一時
上

尽
除
二
一
切
諸
障
擬

一面
見
二
彼
仏
阿
弥
陀

輌

即
得
レ
往
二
生
安
楽
刹

一我
既
往
二
生
彼
国
一已

現
前

成
一一就
此
大
願

一

一
切
円
満
尽
無
レ
余

利
二
楽

一
切
衆

生
界

一
(
T
10

・
8
4
8
・
a
)

を
以

て
そ

の
終
結
と
し

て
い
る

こ
と
は
大
変
意
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、

教
学

華
厳

に
於
け
る
信
満
成
仏

の
如
く
原
理
的
な

こ
と
が
云
え

る
に
は
、

経
中
に

こ
の
様
な
宗
教
的
と
も
云
え
る
浄
土
義
を
含
ん
で
い
る

こ
と

が
認
め
ら
れ
て
始
め
て
、

単
に
そ
れ
が
原
理

と
し

て
止
ま
ら
ず
、

我

々
を
し
て

仏
た
ら
し
め
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

華
厳
浄
土
義

(中

村
)

-125-


